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熱EMSソリューション
熱収支分析システム

熱利用の最適化による省エネルギー、CO2の削減
予兆検知による故障リスクの回避

飽和蒸気利用設備の熱収支を自動で見える化。



飽和蒸気利用設備の故障リスク回避、省エネ計画立案、CO2削減に貢献
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クランプオン式
蒸気用超音波流量計
世界初、クランプオン式で飽和蒸気
の流量計測を実現。蒸気流量の「見
える化」に貢献し、EMSと連携する
ことでエネルギーの最適化を行い、
省エネを支援します。
●配管工事不要のため蒸気ライン
を止めずに設置可能
●圧力損失がなく蒸気エネルギー
を有効活用
●可動部がないためメンテナンス
費用の低減が可能

熱EMS-BOX盤
●設備の運転データ・生産デー
タを収集
●リアルタイムで熱収支分析を
実施し表示
●リアルタイムで熱収支状態
監視
●熱収支状態の変化（いつもと
違う状態・熱ロス悪化）を検知

熱ロス要因分析ソフトウェア
●熱収支分析結果や収集データを
データベース化
●いつもの熱収支状態を抽出
●熱収支状態の変化（いつもと違う
状態･熱ロス悪化）の発生要因を
分析

◎具体的な省エネ対策が描けない…
◎設備機器の故障を未然に防げず、生産停止のリスクが…

    
「殺菌·洗浄·乾燥」―飽和蒸気を多く使う設備では、
熱エネルギーの使用実態、熱ロスの顕在化ができていない…
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■設備の熱収支状態の定量的把握

■熱収支状態監視画面
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リアルタイム
蒸気熱量しきい値突破

検 知

■熱収支状態の変化（効率悪化）の検知

基準値·上限しきい値·リアルタイム熱収支分析結果を表示、
分析結果が上限しきい値を超えた際に検知し、履歴に残してPCで分析

リアルタイムで熱収支を
把握し分析
蒸気使用量・排熱量を数値で見える化します。

● 蒸気使用量の把握・管理
● 蒸気使用効率（エネルギー効率）の把握
● それぞれの排熱量を数値化し見える化

いつもと違う熱収支状態を検知し、
AIによりその要因を自動分析
いつもの状態と違う場合の2つの状態のデータ群を、富士
電機独自のAI分析技術で比較分析。発生要因を突き止め、
効果の高い省エネ対策策定に貢献します。

現状把握からロス要因分析まで熱収支を見える化し、
AIにより自動で分析。省エネ対策、CO2の削減に貢献します。

   解 決

■熱収支トレンド画面

いつもの熱収支状態を過去データ
から自動抽出
製品種・運転モードごとに、いつもの状態を把握すること
で、具体的省エネ対策の立案、さらに速やかな異常発見が
可能です。

● 1か月間トレンドグラフ：「年月」、「製品種」で検索可能
●� 1日間トレンドグラフ：「製品種」、「運転モード」、「異 

常種別」で検索可能
◎ 季節変動、経年変化の把握などにも使用可能

■いつもの熱収支状態抽出画面

予兆検知により故障リスクを回避
いつもの状態を基準にしきい値を設定し、いつもと違う状
態（ヒートバランスが崩れた状態）の発生を自動検知。AIで
分析し、影響度が高いデータを抽出。そのランキング順に
表示することにより、故障の予兆を検知し生産へのリスクを

回避します。

いつもと違う状態を自動で検知。AIによる自動分析で
故障リスクを回避し生産の安定化を図ります。

   解 決

● 普段気づかないような軽度の故障を発見
● 経年劣化など内部機器の性能低下を発見
● オペレータの設定の差異など人的要因の発見
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A I分析の使用例

熱収支の変動（排熱悪化）の要因を分析
いつもの熱収支状態を基準にいつもと違う（排熱が
悪化した）熱収支状態との差異要因を分析

●�排熱悪化要因を早期に対策して無駄な
熱消費を防止

●�分析から制御機器の劣化や少量蒸気漏れ
など、故障予兆を早期に発見し、設備の
故障リスクを回避

設備不具合発生前後のデータを分析
設備の不具合発生時の要因分析として、不具合発生前
の熱収支状態を基準に不具合発生後の熱収支状態と
の差異要因を分析

●不具合要因の候補となる機器を絞り込み
●不具合要因の発生エリアを絞り込み

生産ロットごとのエネルギー原単位の
ばらつき要因を分析
エネルギー原単位の良いロットを基準にエネルギー
原単位の悪いロットとの差異要因を分析

●�エネルギー原単位を悪化させる要因を把握
●運用改善などによる省エネを実現

熱収支の経時変化を分析
メンテナンス後の効率が良い熱収支状態を基準に
経時劣化が発生した熱収支状態との差異要因を分析

●経時劣化が大きい機器やポイントを把握
●�早期メンテナンスにより無駄な熱消費を
防止
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